
イースト細胞集団の年齢構成

示す可能性があることである｡ この減衰振動は,次の条件が満たされれば起 る｡

(i) i-0でのXn/Ⅹおよび細胞サイクル位相についての分布が,定常分布 と大きく異なる

こと｡

(Li) 9｡とgn≧ 1との差が,それぞれの標準偏差の和よりも大きいこと｡

むすびに宣伝 を一言｡実験的に動を決めるためには,これまでは顕微鏡下で分裂を観察 して

いた｡上述の理論を使えば,十分増殖 した集団についてf,Lと総人口増加率 γとを測ることによ

ってgnを決定でき,この方がはるかに簡単であり,また精度を高めることができる｡さらに,

細胞サイクルの特定の段階 (タンパク合成 とかDNA合成 とか)が,どのくらいの時間続 くかと

いったことについての細胞生理学的な知識も,培地の選択 をすることによって得ることができ

る｡理論的には,上述の理論は階層構造 をもった人口論の,極めて特異な例になっている｡

個体群のポアソン分布変形
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着目したシステムの解析にとって,素過程を明らかにし,マスター方程式を用いる方法は基

本的であるが,系が非線形のとき,モーメントを求める際,モーメントの階層構造が現われ方

程式が閉じない場合が多い｡更に,取 り扱 う確率変数Ⅹ(状態値 0,1,2,･--)●の平均値<Ⅹ>

が小さいときは,ガウス分布を用いる近似が議論できず又,確率 (密度)関数 P(Ⅹ)がⅩで微

分できない場合 と相まって,計算 を困難なものとしている｡

本報告は,定常状態で,ポアソン分布からのずれをも生ずる非線形な確率遷移率を持っ系の,

モーメントに関 して近似を与え得る理論 を実測値 と共に示すことにある｡IL着目した系の大きさをBとし,時刻 tで左目こ存在す る"粒子"の数 を確率変数Xにとる｡状

態XからⅩ′(Ⅹ≠X′)-の遷移率W(X,X′)は図-1の様に T｡ASNCsTTF.TNE OfATES
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とする｡

この遷移率についてのマスター方程式は
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となるが,実測値に対応 させて定常解 (≠--)を,又ここでN-- としてポアソン分布を含め

て,議論する｡■前述のマスター方程式から,平均値と分散を,3次の中央モーメントも用いて表わす｡

<(AX)2> I <(AX)3>
入t-' 1̀.I/′ノJ"J'~tい′q̂LD .~ B L] UQ

係が成立することに注意 し,三塁≧-一定で9-∞にしていき,β

更に,ポアソン分布には厳密 に禦

<Ⅹ>

β - x+ 言 十Ox l e l〕 ,

<(dx)2>
- y+O y 〔 eo 〕

(AX…X-<X>) の関

でオーダー評価するoここで e - 去,o〔抑 まオーダー enの項よ｡小 さい倍 をもつ任意関数

である｡そ うすると,オーダー eoと e'まででx, x.(I,y),再ま求まる｡

ポアソン分布 (厳密解)を別法で得 ることができ,その解は上述の関係が自己無どう着であ

ることを示 している｡rl｡,a,銅まこの順に,xとyから決定でき,実際,次の実測値に対 して, 4桁までで十分

に良い結果を与えている｡■東名高速道路で,一方向の車両通過台数 を15秒毎に24時間連続測定 した｡これによると,

交通量は変動するが, 15秒毎の交通量の時間当り(例えば 1,2,3時間当 り)の頻度分布 は,

図-2,3の様に通例用いられている,同 じ平均値を持つポアソン分布よりピーク付近で小さ

い値をとりピークの両側のすそ値が大きいパターンを常に持っ｡5秒毎(1時間測定 )の実測

値でも同様である｡尚,各車 とも速度はほぼ同 じである｡

図-2,3は,車流は群れる傾向があることも示す｡
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ゾ- リムシのランダム運動
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ゾ- リムシの運動 (泳ぎ)の様子は,良 く観測され,これまでそのいろいろなデータが得 られ

ている1.)～4)その中で最近,川久保,槌屋の実験2)によると,ゾ- リムシの分布の時間変化か

ら得られた拡散係数は単純なランダムウオ-クの理論による温度依存性 と異なり,培養された

温度附近にピークを持つことが分った｡

ここでは拡張 したGRW(generahzed.andomwalks)5)を適用 して,I)実験 と一致する拡散係数

Dの温度係数を与えるモデル,Ⅰ)カオス的な運動を行 うモデル及び,I),Ⅰ)の取扱いを 耶 2

次元-拡張することについて述べる｡RGWでは原点 を出発 したウオーカーがNステップ後に

位置Tnにくる確率,W(7n,N):は位置間(,a-α･1-7n)をとび移る確率PaN_1(Tnl7n-α･1),(αニ
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